
【2025 年 5 月 9 日 Web 開催】      ～ 英国 TWI セミナー ～ 

TWI Exclusive Webinar series for Japan 

「オフショア環境下における耐腐食コーティング技術」の最新技術情報

 “Coatings for Corrosion Mitigation in Offshore Environments” 

世界トップレベルの生産技術を有する英国 TWI によるセミナーをオンラインで開催いたします。TWI にて日本向

けに実施するウェビナーです。社内関連部署等へ広くお声掛け下さい。

■ お申込みはコチラ（英語入力） ※ 参加者には追ってメールにてアクセス方法をご案内します。

https://events.teams.microsoft.com

◆ 日 時： 2025 年 5 月 9 日(金) 16：00～17：00（日本時間） 

◆ 開催形式： Zoom によるオンラインセミナー ＜要所日本語訳あり＞

【参加に必要な機材】 パソコンまたはスマホ・タブレット。カメラ・マイクは必要ありません。

◆ 参 加 費： 無料

◆ テ ー マ： 「オフショア環境下における耐腐食コーティング技術」の最新技術情報

（第 15 回 TWI オンラインセミナー） 

海洋環境は、化学的、機械的、生物学的要因の組み合わせによって腐食が進行する、材料の耐久性

にとって最も困難な環境の 1 つです。この過酷な環境は、洋上風力発電、パイプライン、船舶など、

海洋インフラに依存する産業に大きなリスクをもたらします。これらの構造物の長期的な安全性、

信頼性、環境持続可能性を確保するには、効果的な腐食管理が不可欠です。腐食防止戦略を実施

することで、資産の寿命を延ばし、運用上の安全性を高め、ライフサイクル全体のコストを削減でき

ます。

溶射アルミニウム(TSA)は、オフショアサービスで数十年にわたって使用されてきました。アルミニ

ウムの腐食率の低さと電気化学的性質により、オフショアの鉄鋼構造物の保護が保証されます。

TSA は、損傷のない場合は主にバリアとして機能し、損傷した場合は犠牲的な作用によって鉄鋼

を保護します。 TWI は、海洋環境における TSA の働きを調査するプロジェクトを複数実施してき

ました。この講演では、海洋腐食について、また海洋環境下における腐食の軽減に TSA がどのよ

うに役割を果たすかについて論じます。

◆ 講 師： Shiladitya Paul 博士 ＜通訳あり＞ 

シラディティア・ポール博士は、20 年以上にわたって材料研究に携わり、コーティングと腐食に関

する論文を 100 本以上発表しています。ケンブリッジ大学でゲイツ奨学生として材料科学の博士号

を取得した後、2008 年に TWI に入社。2018 年より材料イノベーションセンターの活動を主導して

います。公認エンジニア（CEng）であり、英国材料鉱物鉱業研究所（FIMMM）のフェローです。欧州

腐食連盟（EFC）WP9（海洋腐食）の副議長であり、溶射及びコールドスプレーに関する AMPP

2025 シンポジウムの議長です。Journal of Thermal SprayTechnology の最優秀論文賞委員会のメ

ンバーでもあります。

◆ 主 催： TWI Ltd (http://www.twijapan.jp/about-us/)  

◆ 協力開催： （一社）日本非破壊検査協会（JSNDI）、（公財）新産業創造研究機構（NIRO）

TWI Ltd 
英国ケンブリッジに本部を置く TWI（接合・溶接研究所）は、接合、

材料、NDT、構造物健全性評価等の研究を専門とし、受託研究開

発・コンサルティングのビジネスを 75 年以上にわたり発展させて

きました。研究スタッフには世界有数のエンジニア、材料研究者、科

学者、化学者、物理学者を擁し、定評ある世界的権威としての TWI

の地位を支えています。

https://events.teams.microsoft.com/event/4d3f8f1c-319d-4572-9657-55a4ec51d08f@c5bfe030-9b41-4642-a7b1-a09395d963d3?utm_source=TWI%20Ltd&utm_medium=email&utm_campaign=14923466_Exclusive%20Webinar%20on%20Offshore%20Corrosion%20Mitigation&utm_content=Japan%20Corrosion%20Webinar&dm_t=0,0,0,0,0

